
施設の愛称
コスモスプラザ(三和地域交流センター)、
いちょうプラザ(駅西地域交流センター)、
古河はなもも体育館(中央運動公園総合体
育館)、古河公

くぼう

方公園(古河総合公園)

総和庁舎　℡92-3111
古河庁舎　℡22-5111
三和庁舎　℡76-1511
健康の駅　各課直通電話番号
古河福祉の森会館　℡48-6881～3

各庁舎の住所は34ページをご覧ください
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公
共
下
水
道
・
農
業
集
落
排
水
へ

の
接
続
を

接
続
の
義
務　
公
共
下
水
道
の
整
備
が

完
了
し
て
供
用
開
始
と
な
っ
た
場
合

は
、
速
や
か
に
公
共
下
水
道
に
接
続
し

て
く
だ
さ
い
。
く
み
取
り
式
ト
イ
レ
を

使
用
し
て
い
る
場
合
は
、
３
年
以
内
に

水
洗
式
ト
イ
レ
へ
改
造
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
接
続
工
事
は
、
必
ず
市
の
指

定
工
事
店
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
農
業
集
落
排
水
処
理
区
域
の
人
も

速
や
か
に
接
続
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

農
業
集
落
排
水
処
理
区
域

大
綱
、
米
倉
、
恩
名
下
坪
、
丸
山
、
古

屋
・
松
山
、
大
和
田
上
、
大
和
田
下
、

新
和
田
、
上
根
、
上
和
田
、
駒
込
、
間

中
橋
、
間
中
橋
南
、
下
尾
崎
一
、
清
水
、

長
左
エ
門
新
田
、
前
林
、
柳
橋
、
高
野
、

上
大
野
、
稲
宮
、
葛
生

※
各
区
域
の
一
部
を
除
く
。

■
公
共
下
水
道
・
農
業
集
落
排
水
を
利

用
し
て
い
る
人
へ

　
自
家
水(

井
戸)

の
使
用
世
帯
で
、
人

数
の
増
減
が
あ
っ
た
場
合
は
、
使
用
汚

水
量
の
算
定
が
変
わ
り
ま
す
の
で
、
必

ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問　

下
水
道
管
理
課

障
害
年
金
受
給
等
で

法
定
免
除
を
受
け
て
い
る
人
へ

　
障
害
基
礎
年
金
な
ど
を
受
給
し
て
い

る
人
は
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が

免
除(

法
定
免
除)

と
な
り
ま
す
が
、
法

定
免
除
の
期
間
で
あ
っ
て
も
保
険
料
を

通
常
納
付
で
き
る
「
納
付
申
出
制
度
」

が
あ
り
ま
す
。
手
続
き
と
し
て
、
市
役

所
ま
た
は
年
金
事
務
所
へ
の
申
請
が
必

要
で
す
。

問　

国
保
年
金
課
、
下
館
年
金
事
務

所
℡
０
２
９
６
‐
２
５
‐
０
８
２
９

都
市
公
園
の
設
置
に
関
す
る

図
書
の
縦
覧

期
間　
2
月
3
日
㈪
～
16
日
㈰

場
所　

都
市
計
画
課

内
容　
都
市
公
園
の
設
置

※
都
市
公
園
の
名
称
：
下
山
町
公
園
。

問　

都
市
計
画
課

事
業
系
ご
み
搬
入
料
金
の
改
定

　
４
月
１
日
㈬
か
ら
、
事
業
者
が
排
出

す
る
ご
み(

事
業
系
ご
み)

の
搬
入
手
数

料
を
、
10
㎏
に
つ
き
２
２
０
円
に
改
定

し
ま
す
。

対
象
施
設　
古
河
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
、

さ
し
ま
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
寺
久

問　

環
境
課

市
内
の
空
中
放
射
線
量
測
定
結
果

測定場所
(地上1ｍで測定) 12/26㈭

三和庁舎 0.051

総和庁舎 0.031

古河庁舎 0.074

※数値はマイクロシーベ
ルト毎時です。日本人が
自然界から受ける放射線
量の平均は0.169マイク
ロシーベルト毎時です。

問　

環
境
課

��

イ
ベ
ン
ト

古
河
市
消
防
春
季
点
検
式

　
消
防
団
員
や
消
防
署
員
が
、
規
律
あ

る
式
典
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
災
害

時
に
役
立
つ
体
験
も
で
き
ま
す
。

日
時　
２
月
23
日
㈰
８
時
50
分

場
所　
中
央
運
動
公
園

問　

消
防
防
災
課

読
み
書
き(

代
読
・
代
筆)

情
報
支

援
員
養
成
基
礎
講
習
会

　
高
齢
や
障
が
い
な
ど
で
、
日
常
生
活

の
読
み
書
き
に
不
自
由
の
あ
る
人
に
、

読
み
書
き
の
支
援
を
す
る
人
の
養
成
講

習
で
す
。

日
時　
2
月
26
日
㈬
10
時
～
17
時

場
所　
健
康
の
駅

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
の
人

定
員　
40
人(

多
数
抽
選)

費
用　
千
円(

テ
キ
ス
ト
代)

申
込
期
間　
2
月
3
日
㈪
8
時
30
分
～

2
月
14
日
㈮
17
時

申
込
・
問　

障
が
い
福
祉
課
℡
９
２

‐
４
９
１
９

９
２
‐
５
５
４
４

古
河
公
方
公
園
冬
の
植
物
観
察
会

　
冬
を
乗
り
切
る
植
物
の
た
く
ま
し
さ

と
春
の
息
吹
を
感
じ
ま
し
ょ
う
。

日
時　
2
月
22
日
㈯
9
時
30
分
～
12
時

定
員　
20
人(

先
着)

費
用　
２
０
０
円(

当
日
納
入)

講
師　
川
田
い
つ
子
氏

申
込
・
問　
古
河
公
方
公
園
管
理
事
務

所

℡
４
７
‐
１
１
２
９

中
田
公
民
館
作
品
展
・
発
表
会

　
中
田
公
民
館
で
活
動
し
て
い
る
市
民

講
座
・
自
主
グ
ル
ー
プ
の
作
品
展
・
発

表
会
で
す
。

日
時　
作
品
展
：
２
月
22
日
㈯
９
時
～

17
時
、
２
月
23
日
㈰
９
時
～
15
時

発
表
会
：
２
月
23
日
㈰
９
時
30
分
～
15

時持
参
物　
ス
リ
ッ
パ
、
靴
を
入
れ
る
袋

問　
中
田
公
民
館
℡
４
８
‐
１
８
５
２

　令和2年度　乳がん医療機関検診募集

市推奨項目
対象年齢(R3.3.31現在) 検診内容

30～39歳 超音波検査

40～49歳
奇数年齢 超音波検査
偶数年齢 マンモグラフィー(2方向)

41歳(無料クーポン対象) マンモグラフィー(2方向)

50歳以上
奇数年齢 超音波検査
偶数年齢 マンモグラフィー(1方向)

受診期間　4月～令和3年2月末
対象　市内在住で30歳以上の女性(平成3年3月
31日以前生まれの人)
費用　2,000円(70歳以上、生活保護を受けてい
る人は無料)
内容　超音波検査またはマンモグラフィー
検診が受けられない人
①しこり等自覚症状がある
②豊胸術、乳房再建術を受けたことがある
③妊娠中、授乳中

■古河赤十字病院・友愛記念病院・茨城西南医療セ
ンター病院での受診を希望する人
申込期間　2月3日㈪～20日㈭(消印有効)

【封書・はがき】「乳がん検診申し込み」と明記の
上、①住所②氏名③生年月日④電話番号⑤ペース
メーカーまたはチューブを入れているかの有無⑥希
望の医療機関を記入し 健康づくり課(〒306-0044
古河市新久田271-1)へ申し込み

【電子申請】
市ホームページまたはQRコードから申し込み
※医療機関への直接申し込みはできません。
※多数抽選。抽選に外れた人にのみ3月中旬に市か
ら通知します。
※検診日は後日医療機関から通知します。
■秋葉産婦人科病院・古河総合病院・田中医院・長
島外科・平間病院(下妻市)での受診を希望する人
　来年度から遠藤医院での受診はできなくなりました。
申込　 健康づくり課へ申し込み(随時受け付け)
※すでに受診希望の登録をしている人(過去2年間に
受診券を利用して上記医療機関で受診している人)
には、４月上旬に受診券を送付します。
問　 健康づくり課℡48-6882

※ペースメーカーやカテーテル、V-Pシャント等を入れて
いる人はマンモグラフィーは適していません。
※友愛記念病院、茨城西南医療センター病院は市推奨項
目での検診内容になります。

■転入者住宅取得奨励金
対象　次の①②全てを満たす世帯
①本人または配偶者が39歳以下の世帯、もし
くは15歳以下の子どもを養育する世帯
②平成24年1月1日以降に古河市に転入し、令
和2年12月31日までに住宅・マンションを取
得した世帯

　若者・子育て世帯定住促進奨励金制度

■二世帯同居等支援奨励金
　二世帯が同居するため、市内業者施工による
住宅・マンションを取得した子世帯へ奨励金を
交付します。
対象　本人または配偶者が39歳以下の世帯、
もしくは15歳以下の子どもを養育する世帯の
いずれかで、主たる契約者が子世帯

種別 内容 交付額

新築住宅
購入

転入者住宅取得奨励金 40万円

市内業者施工奨励金 10万円

保留地取得奨励金 100万円

中古住宅
購入

転入者住宅取得奨励金 40万円

市内業者リフォーム施工奨励金 10万円

種別 内容 交付額
住宅購入 二世帯同居等支援奨励金 40万円

保留地取得 保留地取得奨励金 100万円

交付額 交付額

【共通事項】
申請期間　新築・中古住宅を取得した日、または古河市に転入(転居)した日のいずれか遅い日から
6カ月以内
申込・問　 企業誘致・定住促進室にある申請書等に記入の上、申し込み(申請書等は市ホームペー
ジからダウンロード可)

企業誘致・定住促進室

■フラット35金利優遇
　これから借り入れし、奨励金制度に該当する
見込みの人は、住宅ローン(フラット35)の金利
優遇を受けられる場合があります。


